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研究成果の概要（和文）：近年、ソーシャル・キャピタルは公衆衛生分野の研究において分析枠組みとして用いられる
ことが多くなっている。本研究は、ソーシャル・キャピタルの概念整理と評価指標の検討を行い、ソーシャル・キャピ
タルと地域高齢者の歩行習慣との関連について検討を行った。
本研究では、個人レベルのソーシャル・キャピタルである信頼感と帰属意識の評価指標を用いることとした。次に、そ
れらの評価指標を用いて地域高齢者18,000名のデータから散歩行動との関連を検討したが、信頼感・帰属意識のソーシ
ャル・キャピタルと歩行習慣との関連は認められなかった。

研究成果の概要（英文）：The social capital is used as the framework of the study in the field of public 
health in recent years. The aim of this study was to examine the relationship of social capital to 
neighborhood walking among elderly people in Kameoka city, Kyoto.
The evaluation indexes of social capital were used trust, and civic engagement that was the social 
capital of the personal level in this study. Then this study examined the relationship of the social 
capital to neighborhood walking using data for 18,000 community dwelling elderly. The social capital as 
trust and civic engagement were no relationship with neighborhood walking among senior citizen.
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１．研究開始当初の背景 

 1990 年代頃から、ソーシャル・キャピタ

ルは様々な研究領域で注目されてきていた。 

特に 2000 年代に入り、ソーシャル・キャピ

タルと健康に関する研究が行われ、健康に及

ぼす社会的決定要因の解明に成果を上げて

きている。一方で、健康寿命の延伸に高齢で

も適度な運動が健康維持に有効であること

も明らかになってきた。 

そして地域高齢者の健康維持を主眼とし

た運動の実施に影響を及ぼす要因としてソ

ーシャル・キャピタルが注目されはじめてい

たが、高齢者の歩行習慣に関連するソーシャ

ル・キャピタルは明らかにされていない。 

 

２．研究の目的 

 本研究では高齢者の歩行習慣に関連する

ソーシャル・キャピタルを明らかにするため

に、ソーシャル・キャピタルの評価指標を検

討するとともに、地域高齢者における歩行習

慣の実態と歩行習慣に及ぼすソーシャル・キ

ャピタルの影響を検討することとした。 

  

３．研究の方法 

（１）ソーシャル・キャピタルの概念整理と

評価指標に関する検討 

ソーシャル・キャピタルは、経済学、社会

学、政治学などの社会科学分野において用い

られてきた概念であるが、ここ十数年間で経

済学だけでなく、公衆衛生学の分野にも用い

られ、健康の社会的決定要因の解明にソーシ

ャル・キャピタルの概念が活用されている。 

 ソーシャル・キャピタルの概念は信頼、ネ

ットワーク、互酬性、帰属意識などのキーワ

ードで示されるとおり、非常にあいまいで多

面性がある概念として知られている（稲葉

他,2014）。ソーシャル・キャピタルは多様

な定義があり、また多面的側面を持っている

ため、定義自体が不明確であると多くの研究

者が指摘している。 

 そこで本研究ではソーシャル・キャピタル

概念を整理し、調査に用いる評価指標の検討

を行うことにした。 

 

（２）本研究では、高齢者の歩行習慣を「健

康のために行う散歩」として捉えた。なぜな

ら散歩は欧米のウォーキングと同じ意味で

とらえることができる（市村,2004）ことか

ら、高齢者にとっては、散歩や散策といった

行為が、より一般的な歩行習慣と考えたから

である。 

そこで京都府亀岡市の地域高齢者を対象

に大規模調査として実施された亀岡スタデ

ィのデータを用いて、地域高齢者の散歩の実

態について分析を行った。 

2011 年～2012 年にかけて、京都府亀岡市

が 65 歳以上高齢者を対象に実施した日常生

活圏域ニーズ調査(ベースライン調査①) お

よびその後の追加健康調査 (ベースライン

調査②) を分析データとした。   

ベースライン調査①は、2011 年 7月亀岡市

内の 65歳以上全高齢者 19,372 名 (2011 年 4

月 1 日現在)のうち、要介護 3 以上に認定さ

れている者を除いた 18,231 名に自記式の調

査票を自宅に郵送し、13,294 名 (有効回答率

72.2%)から回答を得た。 

ベースライン調査②は、2012 年 2月ベース

ライン調査①に回答を得た 13,294 名から、

さらに要支援 1,2 および要介護 1，2 の軽度

認定者 1,356 名を除き、二次予防対象者を含

む 11,938 名に自記式の追加健康調査を郵送

した。有効回答数は 8,338 名 (有効回答率

69.8%)であった。 

ベースライン調査①の調査項目は、日常生

活圏域ニーズ調査として厚生労働省が推奨

する 89項目に市独自の 15項目を加えた合計

104 項目であった。本研究では、市の独自項

目として設定された、散歩に関する設問「健

康のための散歩を行っていますか」を分析に



用いた。 

散歩に関する設問に対して、「はい」と回

答したものを散歩実施群、「いいえ」と回答

したものを非実施群とし、散歩実施群と散歩

非実施群別の性、年齢の基本属性および家族

構成、現在の暮らし向きなどの生活環境。ま

た趣味の有無、生きがい感の有無、主観的健

康感の精神的健康度に関する項目を関連要

因として分析に用いた。 

最後に、個人レベルのソーシャル・キャピ

タル要因として、信頼感、帰属意識の項目を

用いて散歩行動に及ぼす影響について分析

を行った。 

 

４．研究成果 

（１）地域高齢者の散歩の実態と関連要因 

本研究対象者全体の散歩実施率は 47.0％

であった。性別では男性が 50.7％、女性が

43.9％で、男性の方が高値で有意差が認めら

れた (P<0.001)。 また年代別の散歩実施率

は、70 代が 48.8％で最も高く、以下 60 代

46.5％、80 代 44.0％、90 代 35.6％で年代差

が認められた (P<0.005)。なお対象者の平均

年齢は、散歩実施群が男性 73.1±5.8 歳 (最

高齢は 92 歳)、女性 73.5±6.1 歳 (最高齢 97

歳)。非実施群では、男性 73.2±6.3 歳 (最

高齢は 97 歳)、女性 73.9±6.5 歳 (最高齢 98

歳)であった。 

散歩実施群と非実施群で精神的健康関連

項目を比較した結果、暮らしのゆとり感につ

いて、非実施群はやや苦しいが 42.5％で最も

高く、次にややゆとりありが 29.4％を占めて

いた。一方、散歩実施群はやや苦しいが

45.7％、ややゆとりありが 30.7％と非実施群

より高値であった。しかし苦しいと回答した

のは散歩実施群で 16.4％であったが、非実施

群が 20.5 %と高値を示した (P<0.001)。 

趣味の有無について、散歩実施群は趣味あ

りの回答が 86.5％で、非実施群の 79.3％よ

り高い回答を示した (P<0.001)。 

生きがい感の有無について、散歩実施群は

生きがいありの回答が 91.5％で、非実施群の

85.1％より高い回答を示した (P<0.001)。 

自覚的健康感は、散歩実施群でとても健康、

まあまあ健康との回答が 79.9％であり、非実

施群の 71.5 ％と比べて高値を示した 

(P<0.001)。 

 

（２）ソーシャル・キャピタル研究の動向 

 実社会におけるソーシャル・キャピタルの

有効性に着目したのがパットナムであり、ソ

ーシャル・キャピタルとは「個人間のつなが

り、すなわち社会的ネットワークおよびそこ

から生じる帰属意識と信頼性の規範」であり、

「市民的道徳」とよばれてきたものと密接に

関係している」と定義している（パットナム,

柴内訳, 2015）。 

社会的ネットワークは、例えば市民の自発

的な団体（例えばNPOやサッカークラブなど）

において、その活動を通じて構成メンバーに

「特定の信頼」が生まれ、さらにその信頼に

よって、社会全体の「一般的な信頼」を生み

出すと考えられている（坪郷編,2015）。 

そしてパットナムのソーシャル・キャピタ

ルの類型は非常に重要であり、ソーシャル・

キャピタルの多様な形式のあらゆる次元の

中で、「橋渡し型」と「結束型」という２つ

の類型化である（パットナム,柴内訳, 2015）。 

 次に OECD は、ウェルビーイングを測定す

る観点からソーシャル・キャピタルを捉え、

自然資本、人的資本、経済資本、社会資本（ソ

ーシャル・キャピタル）という４つの資本の

持続可能性を視野に入れ、ソーシャル・キャ

ピタルの指標化を行っている。つまり個人財

としての社会的ネットワークと、公共財とし

ての信頼および互酬性の規範である（坪郷

編,2015）。 

稲葉ら（2014）も同様に、ソーシャル・キ

ャピタルを「私的財としてのソーシャル・キ

ャピタル（個人間ないしは組織間のネットワ



ーク）」、「公共財としてのソーシャル・キ

ャピタル（社会全般における信頼・規範）」、

「クラブとしてのソーシャル・キャピタル

（ある特定のグループ内における信頼・規範、

互酬性を含む）」に類型化している。 

このようなソーシャル・キャピタルの多様

な捉え方があることから、本研究では歩行と

関連するソーシャル・キャピタルとして、個

人レベルのソーシャル・キャピタルに着目し、

個人および一般的な信頼感と帰属意識を指

標として分析を行うことにした。 

 

（３）地域高齢者における散歩行動に影響を

及ぼすソーシャル・キャピタル要因 

散歩実施群・非実施群別のソーシャル・

キャピタル要因との関連を分析した結果、世

間一般の人々は信頼できるかという質問に

対して、「そう思う」と「どちらかといえば

そう思う」の回答は、散歩実施群が 77.5％で、

非実施群の 73.3％よりわずかに高値を示し

た (P<0.001)。 

近隣の人々への信頼できるかという質問

に対して、「そう思う」と「どちらかといえ

ばそう思う」の回答は、散歩実施群が 84.1％

で、非実施群の 80.5％より高値を示した 

(P<0.001)。 

住んでいる地区の一員であると感じます

かという質問に対し、「そう思う」と「どち

らかといえばそう思う」の回答は、散歩実施

群が 94.0％で、非実施群の 91.4％より高値

を示した (P<0.001)。 

これらの3項目の散歩行動への影響につい

て、回帰分析を行った結果、いずれの 3項目

も 0.1 以下の低い寄与率であった。3 項目中

で比較してみると、住んでいる地区の一員と

して感じる地域への帰属意識が、他の 2要因

と比べて最も高い関連 (β=0.035, P=0.002)

を示し、次いで世間一般の人々への信頼感 

(β=0.029, P=0.019)が統計的に有意であっ

た。しかし近隣の人々への信頼感との関連は

認められなかった (β=0.014, n.s)。 
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